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The place of spinning a cocoon im soil and movement of pupa at the time of adult 
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Apbstract The place of spinning a cocoon in soil by clearwing moth, Melittia nipponica Arita 
& Yata, was investigated in the field. Pupal movement to the surface of the earth at the time 
of adult eclosion was observed. 
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オオ モモ ブ ト スカ ン バ Melittia 2 の の oz2cg Arita 上 Yata の 終 齢 幼虫 は , 秋 に 食 草 で ある キ カ ラ スウ リ 
や カラ スウ リ の 茎 の 近く の 土 中 に 潜り , 土 貢 を 造っ て その 中 で 幼虫 の まま 越冬 し て 次 の 年 の 初夏 に 疫 化 
し 羽化 する こと が 知ら れ て いる ( 堀 , 1934 : 行徳 , 1967 ; Arita & Yata, 1987 : Arita, Inoue & Yata, 
1990 : 有田 , 1992). 著者 ほら は その 土 責 の 土 中 で の 営 貢 場所 と 羽化 の 時 に 遇 が 移動 する こと を 観察 で き 
た の で 報告 する . 





調査 地 と 調査 日 は 下記 の 通り で ある . 


1985 年 7 月 18 日 愛知 県 豊明 市 利 掛 町 山田 
1987 年 1 月 5,6 日 愛知 県 豊明 市 栓 掛 町 山田 
1987 年 1 月 6, 7 日 愛知 県 刈谷 市 井 ヶ 谷町 丸岡 








愛知 県 豊明 市 答 掛 町 山田 の 調査 地 は 放置 され た カ ヵ カキ 畑 で , 約 10 本 位 の カキ ノ キ そ れ ぞ れ に 1-3 本 の キ 
カラ スウ リ が 絡み つい て お り , その 全て に オオ モモ ブ ト スカ シバ の 躍 エ イ が 見 られ た . 愛知 県 刈谷 市 井 
ヶ 谷 町 丸岡 の 調査 地 も 豊明 市 と 同様 に 放置 され た ヵ カキ 畑 で , 約 20 本 程 の カキ ノ キ が あり , それ ぞ れ に 
1-3 本 の キ カ ラ スウ リ が 絡み つい て お り , その ほとん ど に オオ モモ ブ ト スカ シバ の 虫 エ イ が み ら れ た . 


土 南 は 長径 20-25 mm, 短 径 10-14 mm の 長 椿 円 形 で 灰 褐色 の 丈夫 な 黄 で ある . 黄 の 端 が や や 平 に な っ 
て お り , この 部 分 は 羽化 する 時 に 蝶番 い の よ うに 開け られ る . その た め 切 り 口 の と ころ は 他 よ りや や 漠 
く 作 られ て いる . 土 中 の 土 黄 の 場所 は , キ カ ラ スウ リ の 根 際 と 絡ん だ カキ ノ キ の 根 際 か ら の 距離 を 測定 
し , 近い ほう を 選ん だ . また 深 さ は 地表 面 と 同じ 高 さ に 糸 を 張り , 土 南 の 最 浅 部 まで を 測定 し た (Figs. 
1, 2). 1987 年 1 月 5, 6 日 に 豊明 市 栓 掛 町 山田 で 28 黄 , 同年 1 月 6, 7 日 に 刈谷 市 井 ヶ 谷町 丸岡 で 82 商 を 
調査 し た . 土 南 を 形成 する 場所 は , キ カ ラ スウ リ の 根 際 (Fig.1) や 地表 近く に 形成 され た 虫 エ イ の 真下 
(Fig. 3) , ツル が 絡ん だ 植物 の 根 や 幹 に 接する と ころ , また か な り 離 れ た 場所 で も 行わ れる . 最も 離れ 
て いた も の は 62 cm で あっ た が 多く の も の は 40 cm 以内 で あっ た ., また , 営 貢 の 深 さ は , 最も 深かっ た 
も の は 4.9 cm で 平均 2.3 cm で あっ た (Fig.8). 


土 共 は , 多く は 頭 部 側 を 上 に し て 立っ て いる 状態 で 形成 され る . 浅い と ころ に 土 黄 を 形成 し た も の は , 





* 現在 :560 豊中 市 中 桜塚 2 丁目 12-9 環境 科学 株 式 会 社 
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Figs.1-7. Melittia nipponica Arita & Yata. 1. Earthen cocoon in soil close by host- 
plant : 2. Ditto, under the root of host-plant : 3. Ditto, just below the gall of host- 
plant : 4. Empty pupal case, extruded from the surface of the earth : 5. The pupa 
just move up from the earth at the time of adult eclosion : 6.Just starting of the 
emerge: 7. Female adult, newly emerged. 


土 共 の 下 の 土 が 固い た めか 横 や 斜 に 形成 し て いる も の も あっ た . また 下草 の オオ イヌ フグ リ を 引き 抜い 
た と き , その 根 に 絡ん で 真横 状態 の 貢 が 出 て きた こと も あっ た . 


羽化 時 に 疫 は 土 貢 の 形成 され た 場所 の 深 さ に は 関係 な く , 地表 まで 移動 し て き て 贅 の 末端 部 まで 外部 に 
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Fig. 9. Melittia nipponica Arita & Yata, pupal movement to the surface of the earth at the 
time of adult eclosion. 


突出 し て 羽化 する (Figs.4-6,9). し か し 貢 か ら だ され た も の や 遇 の 周り に 密着 する も の が な い 状 態 で 
は 羽化 で き な い . 裸 の 遇 は 両端 を あけ た まま の 状態 で 紙 で 巻い て や る か , 踊 に きっ ちり 合っ た 紙 の 筒 に 
入れ て お く と , 穴 か ら 遇 の 到 の 末端 部 まで 外部 に 突出 し て 羽化 する . 
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1986 年 4 月 11 日 に 室内 で 羽化 の 状態 を 観察 する こと が で きた . 地表 面 に 疲 の 頭 部 が 出 て (7 :58 AM) 
(Fig.5), 7 分 後に は 期 の 末端 部 まで 突出 し た . その 12 分 後に 背中 が 割れ て (Fig.6) 1 分 30 秒 程 で 遇 か 
ら 技 け 出し た . その 後 前 後 次 を 伸ばし て (Fig. 7) 30 分 程 休憩 し て か ら 次 を 小刻み に 振る わせ て 歩き 周 
り 飛 び た っ た (10:02 AM). 地表 面 に 虹 の 頭 部 が 出 て か ら 90 分 程 で あっ た . この よう に オオ モモ ブ ト 
スカ シバ の 羽化 は 早朝 で し か も 羽化 か ら 飛 び 立 つま で の 時 間 が 短い . 大 部 分 の 個体 は 午前 8 時 まで の 早 
朝 に 羽化 を し た が , 一 部 は 正午 近く や 午後 に も 羽化 し , さら に 夕方 や 夜 に も 羽化 する も の も あっ た . こ 
れ は 室内 で 飼育 し た た め だ と 思わ れる . 


羽化 時 期 に 斉一 性 が まっ た く な く , 室内 の 飼育 で も 同一 の 場所 か ら 採集 し た 約 40 個 の 土 南 が 4 月 上 旬 
か ら 5 月 下旬 まで の 60 日 間 の 長い 間 に 1 日 に 1-2 匹 最大 6 匹 が 羽化 し た が , 羽化 の 見 られ な い 日 の ほ 
うら が 多かっ た . こと の こと は 野外 で も 同様 で ある と 思わ れる . また この と と は 他 の 種類 で も 同じ で , た と 
えば ュ コス カシ ベ バ は 5-10 月 . コ シン アカ スカ シバ や セス ジス カシ バ は 8 月 上 旬 -9 月 下旬 に 羽化 する な ど 非 
常に 長い 期間 に わた っ て ほぼ つぼ つと 羽化 する . こ と の こと が スカ シバ ベガ 類 の 幼虫 が 比較 的 普通 に また 個体 
数 も 少な く な い の に 対し て 成虫 が 全く 見 られ ず 稀 に し か も 偶然 に し か 発見 され な いこ と の 原因 と 思わ 
れる . 
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Summary 


It is known that Melittia nipponica Arita & Yata overwinters in fully grown larva, forming an 
oblong cocoon in soil near the stem of its host plant, Trichosanthes kirilowii Var. japonica (Miquel) 
Kitamura (Hori, 1934: Gyotoku, 1967 : Arita & Yata, 1987 : Arita, Inoue & Yata, 1990). The 
authors were able to observe the place of a cocoon in soil and the movement of pupa at the time 
of emergenCe. 


The oval earthern cocoon is 20-25 mm long and 10-14 mm broad and is spun at the depth near 
surface to about 5 cm in soil and at the distance of 60 cm from the base of host-plant : most of the 
cocoons Were found within 40 cm (Figs. 1-3, 8). 


The pupa moves up himself and protrudes up to the wing tips from the surface of the earth at the 
time of adult eclosion (Figs. 4-7, 9). 
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